
寝屋川高校 令和６年度 第１回学校運営協議会 

 

【日時】 令和６年７月３日（水） 15:30〜17:00 

 

【場所】 寝屋川高等学校 セミナー室３F 

 

【出席者】※敬称略 

運営協議委員：柴、宮崎、奥田、塩屋、若林（公務のため欠席）、大橋（公務のため欠席）  

本校事務局 ：井上、津田、笠原、岡田、水野、田頭、網代、真野、寺田、登、後藤、山本、岩崎、

中河、山口、奥山、真城  

 

【次第】 

１．今年度学校運営協議委員の紹介及び本校の出席者 

 

２．校長挨拶 

・DX推進について 

・2学期制から3学期制に対する取り組みと今後の改善 

 

３．会長・副会長選出 

・柴会長、奥田副会長の選出 

 

４．確認「教員の授業とその他の教育活動に関する意見書」 

・教頭より「なし」の報告 

 

５．報告事項 

・令和5年度 学校経営計画の結果報告 

・令和6年度 学校経営計画について 

 学力向上、振り返り試験、生徒のスケジュール管理、将来への意識をもたせる等の取り組みを行う 

 

・各分掌・委員会より 

（１年） 

・９クラス体制になり生徒増加  

・学年目標：皆が挑戦できる生徒像 

・成功体験・失敗体験を踏まえ、自己理解を進め、３年に向けて準備を行う 

・当たり前のルールを守る等、社会に出てから必要となる力の育成 

・学年集会を通じて共通理解を図っていく 

（２年） 

・進路：志望校を決めるため進路行事、学力の向上に向けて動いていく 

・行事：中心学年としての活動、修学旅行の充実など 

・教育相談：不安や疲れが出る学年でもあるので、相談体制を構築し、全員で進級をめざす       

（３年） 

・保護者を巻き込みワクワクする学校をめざす 



・日常を大事にすることを第一に、気づいたら学力や部活動において、結果的に成果をあげることが 

できたという学校生活をめざしてきた 

・今後、各自の自己目標を達成し、卒業に向けてはずみをつけていきたいと考えている 

 

（教務） 

・分掌再編に伴う業務整理を実施 

・教員が１７時定刻に帰れるように引き続き調整を行う 

・３学期制変更に伴う内規の見直しを続ける 

・校務処理システムが刷新されるに伴い対応していく 

 

（情報部） 

・校内のITシステムなど調整 

・クロームブックのバッテリー交換、採点システムの導入、classroom上での答案返却など 

 校内のシステムをひきつづき整備していく 

 

（進路） 

・目標は学校全体、各学年でそれぞれ設定 

・国公立大学、関関同立へ、多くの生徒が進学 

・国公立希望者に対して、実際に合格できる生徒を増やせるような取り組みを実施 

 

（生徒指導） 

・指導する生徒は多くないが、遅刻・欠席はある状態 

 →遅刻防止週間の設定、欠席数にも目を配り、現状の改善をめざす 

 

（保健） 

・重点取組：保健安全分野の充実、生徒の健康管理など 

 

（特別活動部） 

・生徒主体の行事運営を目指しているが、７時間になり教員主体にならざるをえない部分あり 

・コーラス大会を市民会館で実施 

・学園祭で調理部門の復活、外部からの参加など、２年の企画は選択できるように変更 

・生徒主体で実施できるよう、反省点含め改善していきたい 

 

（企画国際） 

・国際交流、HP、図書館運営、奨学金、実習生受け入れ等、幅広く担当 

・中学校への訪問、公立高校説明会への参加、中学生向け部活体験など今後の予定 

 

（学力向上委員会）※各分掌から代表者が集まり運営 

・学び続ける力をキーワードに、生徒・教員ともに力をつけていく 

・コロナ禍ではオンライン授業など、現在はいかにICT活用していけるか等を協議している 

・各種研修の実施、授業見学週間の設定、授業力の向上、研究授業の実施など 

 



（チームDX） 

・DX予算の採択 

・データサイエンス入門の講義を、短期集中講義として実施検討中 

・情報配信室、ものづくりラボなどの設置予定 

 

６.協議 

●３学期制について 

・「授業の継続性」の観点から、今年度より3学期制に変更 

・まだ1学期が終わっていないので、課題と見直し・改善はこれからの検討事項 

・授業時間の変更、定時制との兼ね合い、部活動時間の見直し、行事の時期、学力への影響があるか 

 など、改めて確認・協議していく必要あり 

 

●９クラスになったことについて 

・今の２〜３年生と大きく変わる印象はなく、寝屋川高校生らしい雰囲気 

・実際に新入生の到達度テストは昨年、一昨年と大きな差は見えない 

 

●高校に求めること 

・小中学校は17時完全下校のところも増えている 

 生徒へより良い環境の提供、教員の負担減など考えてほしい 

・勉強だけでなく、コミュニケーション能力や自己肯定感も含め育ててほしい 

 

●デジタル採点について 

・教員の負担減少が実際にできている 

・回答設定など戸惑う教員もいるが少しずつ改善 

 

●DXハイスクール 

・1～3年希望者に向けて、「データサイエンス入門」を短期集中型で開講予定 

 

●学校の環境・保護者アンケートなど 

・制服、生徒のロッカー、校舎の環境など、教員間での認識の共有を 

 

その他 

次回日程 第２回 令和６年１１月９日（土）授業見学（時間は午前中を予定） 

     第３回 令和７年２月４日 （火）予定 

 

 

 


